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大
空
へ

平成３１年３月⑴

　

２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
、
20
時
ご
ろ
星
空
を
眺
め

る
と
、
ち
ょ
う
ど
オ
リ
オ
ン

座
が
最
も
高
く
昇
り
、
す
ぐ

下
に
星
空
の
中
で
最
も
明
る

く
見
え
る
お
お
い
ぬ
座
の
シ

リ
ウ
ス
、
そ
し
て
地
平
線
近

く
に
シ
リ
ウ
ス
の
次
に
明
る

い
カ
ノ
ー
プ
ス
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
と
い
っ
て
も
地
平

線
近
く
の
星
は
大
気
や
人
工

的
な
光
の
影
響
を
受
け
て
そ

れ
ほ
ど
明
る
く
は
見
え
な
い

が
、
そ
も
そ
も
観
察
で
き
る

時
間
が
短
い
の
で
、
な
か
な

か
レ
ア
な
存
在
だ
▼
こ
の
時

期
、
ま
だ
星
空
が
見
え
る
頃

に
起
き
て
み
る
と
、
東
の
空

に
は
さ
そ
り
座
。
真
夏
の
星

座
の
代
表
が
見
え
る
。
寒
い

夜
空
に
見
る
さ
そ
り
座
は
な

ん
と
も
不
思
議
な
気
分
で
あ

る
が
、
す
で
に
季
節
が
進
ん

で
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
る
。
さ
そ
り
座
の
一
番
明

る
い
星
は
、
赤
い
星
ア
ン
タ
レ

ス
。
ち
ょ
う
ど
１
年
前
は
、
同

じ
く
赤
く
見
え
る
火
星
が
こ

の
ア
ン
タ
レ
ス
と
接
近
し
て

い
て
赤
い
星
の
競
演
と
な
っ

て
い
た
。
そ
も
そ
も
ア
ン
タ
レ

ス
と
い
う
名
は
火
星
に
対
抗

す
る
も
の
（
似
た
も
の
）
と
い

う
意
味
が
あ
る
ら
し
い
。
だ

が
、
今
年
の
ア
ン
タ
レ
ス
の
隣

に
は
、
よ
り
明
る
い
木
星
。
そ

れ
に
明
け
の
明
星
と
言
わ
れ

る
金
星
。
木
星
、
金
星
は
い

ず
れ
も
白
く
輝
い
て
い
る
た

め
に
ア
ン
タ
レ
ス
の
赤
が
さ

ら
に
強
調
さ
れ
見
え
る
。
こ

ち
ら
も
レ
ア
な
共
演
だ
▼
こ

の
時
期
の
星
空
は
一
晩
で
季

節
を
一
気
に
冬
か
ら
夏
へ
旅

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
性

的
な
星
た
ち
を
楽
し
め
る
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
早
起
き
が
必

要
だ
が
、
休
み
の
日
は
見
上

げ
て
み
て
は
。（
Ｎ
・
Ｍ
）

模擬面接の様子

平
成
30
年
度

「
競
技
成
績
報
告
会
」

　

鹿
屋
体
育
大
学
及
び
本
財

団
主
催
に
よ
る
平
成
30
年
度

「
競
技
成
績
報
告
会
」
を
2

月
14
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
平
成
30
年
度

に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
学

生
の
健
闘
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
日
頃
ご
声
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
学
内
外
の
支
援
者

に
対
し
、
感
謝
の
意
を
こ
め

て
競
技
成
績
の
報
告
を
行
う

た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
松
下
雅
雄
学

学生代表のあいさつをする
松本さん

懇談会の様子

身振り手振りを交えながら発表した（左）中谷さんと（右）後藤さん

競技成績優秀者の紹介

長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
原

口
学
鹿
屋
市
副
市
長
に
よ
る

来
賓
挨
拶
、
風
呂
井
敬
財
団

理
事
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声

と
続
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

乾
杯
後
に
は
、
各
課
外
活

動
団
体
顧
問
か
ら
今
年
度
の

成
績
と
選
手
の
紹
介
が
あ

り
、
出
席
者
か
ら
の
盛
大
な

拍
手
で
あ
た
た
か
な
祝
福
を

う
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の

成
績
が
顕
著
で
鹿
屋
市
の
名

声
を
高
め
た
者
に
贈
ら
れ
る

鹿
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
の

贈
呈
式
も
執
り
行
わ
れ
、
対

象
者
を
代
表
し
て
松
本
智
香

さ
ん
（
武
道
課
程
4
年
・
剣

道
部
）
に
原
口
副
市
長
か
ら

奨
励
金
の
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
一
般

社
団
法
人
テ
ン
オ
ー
バ
ー
ナ

イ
ン
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
の
今

村
潤
代
表
理
事
か
ら
競
技
成

績
の
成
長
が
特
に
顕
著
で
あ

る
と
み
な
さ
れ
た
課
外
活
動

団
体
の
漕
艇
部
、
剣
道
部
、

体
操
競
技
部
、
カ
ヌ
ー
部
に

支
援
金
の
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
生
を
代
表
し

て
松
本
さ
ん
か
ら
ご
支
援
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
や
今
後
の
抱
負

な
ど
が
語
ら
れ
、
最
後
に
、

瓜
田
吉
久
学
長
補
佐
（
競
技

力
向
上
担
当
）
か
ら
出
席
者

へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

「
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ
」
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

意
見
交
換（
な
ん
で
ん
か
ん
で
ん
語
ろ
う
会
）

　

２
月
12
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
学
生
相
談
支
援
室
主
催

の
「
な
ん
で
ん
か
ん
で
ん
語

ろ
う
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
は
、
学
生
と
教

職
員
が
直
接
自
由
に
意
見
を

交
わ
す
こ
と
で
、学
生
の
ニ
ー

ズ
や
満
足
度
を
把
握
し
、
今

後
の
学
生
支
援
の
方
策
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
に
は
、
各
課
外
活
動

団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
学
生

や
、
学
生
相
談
支
援
室
、
学

生
委
員
会
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド

ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
室
の

教
職
員
な
ど
34
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

地
域
密
着
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
今
年
度
創
設
さ
れ

た
「B

lue W
inds

」
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
。
同
大
学

　

２
月
13
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
学
生
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
成
果
報
告
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

学
生
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
学
生
の
自
主
性
、
企
画

力
、
創
造
性
を
養
う
と
と
も

に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の

充
実
・
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
お

り
、
今
年
度
は
２
件
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

初
め
に
中
谷
至
希
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
３
年
）

が
、
自
身
の
競
技
力
向
上
と

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
等
を

学
ぶ
た
め
に
日
本
体
操
界

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
参
加
し
た

そ
の
経
験
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
事
前
に
現
地
で
の

実
施
メ
ニ
ュ
ー
や
到
達
目
標

を
明
確
に
定
め
て
取
り
組

学
生
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
報
告
会
を
開
催

み
、
実
施
後
は
自
ら
行
動
を

起
こ
す
大
切
さ
や
、
困
難
な

問
題
を
解
決
し
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、後
藤
優
太
さ
ん（
武

道
課
程
2
年
）
が
、
障
が
い

者
柔
道
の
先
進
国
フ
ラ
ン
ス

の
柔
道
ク
ラ
ブ
で
視
察
や
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
た
「
フ

ラ
ン
ス
知
的
障
が
い
柔
道
の

実
態
調
査
」
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
知
的

障
が
い
者
柔
道
で
あ
る
ハ
ン

デ
ィ
柔
道
の
練
習
内
容
や
そ

の
効
果
、
指
導
す
る
う
え
で

の
工
夫
等
に
つ
い
て
得
た
情

報
を
も
と
に
、
自
身
の
研
究

を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
団
体
等
へ
還
元
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

２
名
と
も
主
体
性
と
向
上

心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
様

子
が
伺
え
、
有
意
義
な
報
告

会
と
な
り
ま
し
た
。

の
金
高
宏
文
教
授
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
、「B

lue W
inds

」
の

活
動
や
、
学
生
が
過
去
に
学

生
挑
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
行
っ
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
と
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　
「B

lue W
inds

で
行
い

た
い
こ
と
」
と
し
て
、「
部

活
動
単
位
で
の
小
中
学
生
に

競
技
体
験
が
で
き
る
場
（
ス

ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
）
を
設
け

る
」「
部
の
練
習
公
開
」「
鹿

屋
市
全
体
の
運
動
会
実
施
」

「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
ロ
ゴ
を
つ

け
る
」「
小
中
学
校
の
体
育

の
授
業
（
実
演
）
に
学
生
を

派
遣
す
る
」「
大
学
内
・
外

で
の
広
報
活
動
」
な
ど
、
学

生
か
ら
様
々
な
意
見
が
発
表

さ
れ
、
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
方
策
を
検
討
す
る
う
え

で
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
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新
た
に
後
期
に
も
開
講
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
ダ
ン
ス
発
表
会
も
年
２

回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ダ
ン
ス
発
表
会
で

は
、
総
勢
34
名
の
学
生
が
普

段
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
、
後

期
試
験
期
間
中
の
開
催
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
は
も

と
よ
り
教
職
員
も
含
め
多
数

の
観
客
が
集
ま
り
、
学
生
な

ら
で
は
の
パ
ワ
フ
ル
さ
も
相

ま
っ
て
大
変
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
生
活
や
青
春
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
も
の
や
、
ド

ラ
マ
や
映
画
、
ゲ
ー
ム
等
を

題
材
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
ダ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
学
生
の

【
ス
ポ
ー
ツ・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

地
域
活
性
化
】

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー
協
力
者
会
議

　

南
日
本
新
聞
が
主
催
す
る

国
内
外
で
活
躍
し
た
ス
ポ
ー

ツ
選
手
や
団
体
を
表
彰
す
る

第
57
回
南
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞

の
贈
賞
式
が
こ
の
た
び
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
鹿
屋
体
育

大
学
か
ら
は
、
今
年
度
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
第

18
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
お

い
て
、
体
操
競
技
、
男
子
団

体
総
合
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
前
野
風
哉
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４
年
）
と

自
転
車
競
技
、
4
㎞
女
子
団

体
追
い
抜
き
で
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
橋
本
優
弥
さ
ん

（
同
３
年
）
が
受
賞
し
ま
し

た
。

　

贈
賞
式
の
あ
っ
た
2
月
3

日
は
、
海
外
遠
征
と
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
で
の
強
化
合
宿

と
重
な
り
出
席
で
き
な
か
っ

た
お
二
人
で
し
た
が
、
益
々

　

４
年
に
１
度
開
催
さ
れ

る
世
界
な
ぎ
な
た
大
会
代

表
に
、
鹿
屋
体
育
大
学
Ｏ

Ｇ
の
春
山
さ
く
ら
さ
ん

（
２
０
１
７
・
３
卒　

現

在
：
肥
後
銀
行
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

春
山
さ
ん
は
同
大
学
に
在

学
中
、
イ
ン
カ
レ
に
お
い
て

試
合
競
技
（
個
人
の
部
）
で

２
度
の
優
勝
や
競
技
団
体
の

部
で
創
部
は
じ
め
て
の
優
勝

か
ら
２
連
覇
を
成
し
遂
げ
る

こ
と
と
な
っ
た
立
役
者
で

す
。
主
将
と
し
て
自
ら
率
先

し
て
課
題
克
服
の
た
め
練
習

に
励
む
姿
勢
は
、
今
も
同
大

学
な
ぎ
な
た
部
に
脈
々
と
引

き
継
が
れ
、
憧
れ
の
先
輩
の

一
人
。

　

春
山
さ
ん
か
ら
「
初
め
て

世
界
大
会
に
出
場
で
き
る
こ

と
を
素
直
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
楽
し
む
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
世
界
一
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。
」
と
コ
メ
ン
ト

が
届
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
7
月
に
ド
イ

ツ
で
行
わ
れ
る
第
7
回
世
界

な
ぎ
な
た
大
会
で
の
活
躍
を

心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

１
月
31
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
平
成
30
年
度
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー
協
力

者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
会
議
は
、
健
康
づ
く

り
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

振
興
を
目
的
と
し
て
、
専
門

的
知
識
を
有
す
る
学
識
経
験

者
の
方
々
か
ら
広
く
意
見
を

求
め
る
た
め
、
毎
年
１
回
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今

年
度
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
地
域
活
性
化
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
の
融
合

に
よ
る
地
域
活
性
化
の
動
き

は
、
２
０
２
０
年
開
催
予
定

の
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま

大
会
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
向
け
た
取
り
組
み
と
と
も

に
加
速
し
つ
つ
あ
り
、
大
学
、

　

１
月
26
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
学
生
食
堂
で
学
生
宿
舎
会

の
主
催
に
よ
る
「
も
ち
つ
き

大
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

学
生
宿
舎
会
は
学
生
宿
舎

入
居
者
の
自
治
組
織
で
、
共

同
生
活
に
必
要
な
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

つ
き
大
会
は
、
入
居
者
間
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
学
生
食
堂
の
協
力
の
も

と
毎
年
実
施
し
て
い
る
交
流

イ
ベ
ン
ト
で
、
運
営
は
す
べ
て

学
生
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
昨
年
と
同
じ
く

約
50
キ
ロ
の
も
ち
米
が
準
備

さ
れ
、
こ
の
日
の
た
め
に
用

意
し
た
大
き
な
臼
と
杵
で
、

ほ
と
ん
ど
休
む
間
も
な
く
も

ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
初

選
出
決
定
！

　

２
月
７
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
は
、
後
期
開
講
の
「
ダ

ン
ス
」
受
講
者
に
よ
る
「
ダ

ン
ス
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ダ
ン
ス
発
表
会

は
、
非
常
勤
講
師
の
栫
ち
か

子
先
生
が
担
当
に
な
っ
た
平

成
22
年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
、
今
年
で
９
年
目
の
発
表

会
と
な
り
ま
す
。

　

９
年
前
の
ダ
ン
ス
の
授
業

は
前
期
の
み
の
開
講
で
し
た

が
、
ダ
ン
ス
が
中
学
校
体
育

で
必
修
と
な
り
、
全
国
的
に

も
教
員
採
用
試
験
で
「
ダ
ン

ス
」
を
必
修
課
題
と
す
る
県

や
市
が
多
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
教
員
免
許
取
得
を
希
望

す
る
学
生
へ
の
履
修
を
促
す

た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
は

第
57
回

南
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞 

２
名
受
賞

Ｈ30.8の幸村杯第3回大会にて

前野さん橋本さん

地
域
、
自
治
体
の
連
携
が
求

め
ら
れ
て
い
る
社
会
情
勢
を

鑑
み
、
国
内
の
最
新
動
向
を

共
有
し
、
地
域
と
鹿
屋
体
育

大
学
の
連
携
の
あ
り
方
を
探

る
機
会
と
し
て
企
画
さ
れ
ま

し
た
。

 

会
議
で
は
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
の
同
志
社
大
学
二
宮
浩

彰
教
授
の
基
調
講
演
に
続
い

て
、一
般
社
団
法
人
島
根
お
お

だ
健
康
ビ
ュ
ー
ロ
ー
代
表
理

事
よ
り
「
島
根
お
お
だ
健
康

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
取
り
組
み
」
、

株
式
会
社
お
お
す
み
観
光
未

来
会
議
業
務
執
行
責
任
者
よ

り
「
大
隅
半
島
で
の
取
り
組

み
」
、
鹿
屋
体
育
大
学
講
師

よ
り
「
鹿
屋
体
育
大
学
の
取

り
組
み
」
と
題
し
た
事
例
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
意
見
交
換
で
は
、
参
加

者
よ
り
各
々
の
取
り
組
み
に

関
す
る
活
発
な
質
問
が
行
わ

れ
、
成
功
裡
に
終
わ
り
ま
し

た
。

ダ
ン
ス
発
表
会
を
開
催

多
種
多
様
な
あ
り
方
や
授
業

に
真
剣
に
取
り
組
む
熱
心
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
生
宿
舎
会「
も
ち
つ
き
大
会
」
を
実
施

め
て
持
つ
杵
の
重
さ
に
驚
く

学
生
や
、
友
人
や
教
職
員
と

の
見
事
な
連
携
プ
レ
ー
を
披

露
す
る
学
生
な

ど
様
々
で
、
会

場
は
参
加
者
の

熱
気
と
笑
い
声

に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

次
々
と
つ
き

あ
が
っ
た
も
ち

は
、
き
な
粉
、
あ

ん
こ
、
醤
油
、
大

根
お
ろ
し
な
ど

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
変
え
な
が
ら

ふ
る
ま
わ
れ
、

参
加
者
は
、
つ

き
た
て
の
柔
ら

か
い
も
ち
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。
休
日
の

昼
食
時
間
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
会
場
は
課
外
活
動
帰
り

の
学
生
た
ち
で
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

Ｏ
Ｇ
春
山
さ
く
ら
さ
ん

世
界
な
ぎ
な
た
大
会
へ
テーマ



農業機械

http://www.mizuho.kubota.ne.jp

何か物足りない、
何か決め手に欠く、
そんな“あと一歩”を
お手伝いします。

ヒューマン印刷に徹する

〒893-0013  鹿児島県鹿屋市札元1-22-34
TEL 0994-43-2238/FAX 0994-43-7541

URL http://www.shinsei-p.co.jp
E-mail kan@shinsei-p.co.jp

SOUTEN No.336
平成３１年３月⑶

　

１
月
15
日
、
天
津
体
育

学
院
（
中
華
人
民
共
和
国
）

（
以
下
「
学
院
」）
の
リ
オ
五

輪
出
場
選
手
で
あ
る
李
响
選

手
を
は
じ
め
と
す
る
３
名
の

水
泳
選
手
と
学
院
の
严
红
教

授
、
田
斌
コ
ー
チ
、
张
兴
ト

レ
ー
ナ
ー
の
３
名
が
鹿
屋
体

育
大
学
の
松
下
雅
雄
学
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
と
学
院
は
平
成
29

年
9
月
に
学
術
交
流
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
荻
田
太

教
授
、
萬
久
博
敏
准
教
授
、

角
川
隆
明
講
師
な
ど
水
泳
に

関
す
る
分
野
を
研
究
・
指
導

す
る
教
員
と
、
严
教
授
等
が

中
心
と
な
る
学
院
及
び
天
津

市
の
競
泳
選
手
の
ト
レ
ー
ニ

　

1
月
22
日
、
台
湾
の
嘉

義
（
カ
ギ
）
大
学
体
育
・
健

康
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の

教
員
及
び
学
生
36
名
が
、
日

本
で
唯
一
の
国
立
体
育
大
学

で
あ
る
鹿
屋
体
育
大
学
の
施

設
・
設
備
等
を
体
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
を
知
り
、

世
界
的
な
視
野
と
洞
察
力
が

鍛
え
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
来
学
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
Ｓ
Ｐ
セ
ン

タ
ー
」）
で
一
行
を
出
迎
え

た
松
下
雅
雄
学
長
は
、「
本

学
の
充
実
し
た
教
育
研
究
環

境
を
十
分
に
体
験
し
て
く
だ

さ
い
。
今
後
の
共
同
研
究
等

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
、
嘉

義
大
学
の
洪
偉
欽
博
士
か
ら

も
両
大
学
の
発
展
へ
の
期
待

　

1
月
16
日
、
17
日
に
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人 

国

際
協
力
機
構
）
青
年
研
修
会

の
一
環
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
社

会
主
義
共
和
国
の
体
育
教
育

関
係
者
、
教
職
員
な
ど
15
名

が
鹿
屋
体
育
大
学
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
研
修
会

は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

中
東
な
ど
の
開
発
途
上
国
の

青
年
層
を
日
本
に
招
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
必
要
と
さ
れ

て
い
る
分
野
に
お
け
る
経
験

や
技
術
の
基
礎
的
理
解
を
得

る
た
め
の
研
修
を
行
い
、
将

来
の
国
づ
く
り
を
担
う
人
材

の
育
成
に
協
力
す
る
事
業
で

す
。
今
回
同
大
学
を
訪
れ
た

一
行
は
約
2
週
間
の
日
程

で
、
鹿
児
島
県
内
の
教
育
現

場
や
体
育
施
設
等
を
訪
問
し

日
本
の
教
育
制
度
や
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の
見
聞
を

広
げ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
を
訪
れ
た

２
日
間
で
は
、
世
界
で
も
稀

有
な
最
先
端
の
研
究
設
備
を

有
す
る
同
大
学
施
設
の
見
学

　私たちアスレティックトレーナー部は今年１月
に代表、管理役員を含めた世代交代を行い、ひと
足早く２年生中心の新体制としての活動をスター
トさせました。
　創部以来、現場を強く意識した姿勢で、一貫し
て＂確かな知識と確かな技術”の追求に努めてき
た私たちは、毎週大学にて部員同士でのプレゼ
ン発表や相互施術などを中心に行う＂学内学習”、
講習会への参加や他大学のトレーナー部との交流
会での＂学外学習”、施術目的のミーティング室
開放や蒼天祭へのブース出展を通じた＂現場実
習”の３つを大きな軸として活動しています。
　また、今年度は新たに毎週活動の中に必ずテー
ピングの実習を行い、より一層現場での実践を意
識した部活内容に変わりました。活動がより豊か
になったことにより、これまでなかなか定着しな
かった新入部員が多く残るようになり今年度だけ

で部が大きく発展しました。部員が増えたことに
より多くの知識や経験者が豊富になり、当初想像
していた以上の充実した部活動が行えるようにな
りました。今後の安定した活動と人員確保のため
の基盤を作ることが出来たことによりこれからさ
らなる発展が期待されます。
　40 年近く続く鹿屋体育大学の歴史の中で、ア
スレティックトレーナー部は創部 12 年目と比較
的若い部ですがその中でも先輩方から受け継いだ
ものは決して少なくはなく、いまなお私たちの活
動の中に息づいています。学生主体の部でありな
がら、受け継がれてきた活動の指針を尊重しつつ、
近年は停滞を許すことなく活動改革を重ね常に前
進を続けています。
　ひとつふたつと、また着実に生まれ変わりつつ
ある新生アスレティックトレーナー部を来年度も
よろしくお願いします。アスレティ

ックトレー
ナー部

課外活動団体紹介

ン
グ
強
化
を
目
指
す
関
係
者

間
に
お
い
て
交
流
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
平
成
30
年
12
月
26
日
か

ら
約
50
日
間
の
日
程
で

合
同
合
宿
が
行
わ
れ
た

も
の
。

　

懇
談
で
は
、「
い
つ
も

と
違
う
環
境
で
実
力
を

十
分
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
経
験
に

繋
が
る
有
意
義
な
時
間

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

松
下
学
長
が
激
励
す
る

と
、
严
教
授
か
ら
は
受

け
入
れ
に
対
す
る
感
謝

に
加
え
、
前
回
（
平
成

29
年
）
の
合
宿
後
に
は

中
国
の
全
国
大
会
で
好

と
「
今
回
の
訪
問
受
け
入
れ

を
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
お

礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
行
は
Ｓ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
に

備
え
る
最
先
端
の
測
定
機
器

を
次
々
と
体
験
。
実
際
に
反

射
マ
ー
カ
ー
を
つ
け
て
投
球

フ
ォ
ー
ム
を
測
定
し
た
参
加

者
は
、「
こ
の
よ
う
な
場
所

で
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
う

成
績
を
獲
得
で
き
た
嬉
し
い

報
告
や
更
な
る
連
携
強
化
に

つ
い
て
の
強
い
思
い
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
研
修
会
の
一
環
と
し
て
実
技

指
導
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

や
多
く
の
教
員
の
協
力
に
よ

る
実
技
実
習
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
義
が
開
講
さ

れ
ま
し
た
。
中
で
も
陸
上
、

ダ
ン
ス
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
実
技
体
験
で
は
、
ど

の
種
目
も
熱
心
に
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組

む
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
有
意

義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

SPセンターにて走り高跳びの体験

測定機器体験の様子

表敬訪問にて（左から松下学長、洪博士）

トランポリンの体験

嘉
義
大
学
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の

最
先
端
を
体
験
に
来
訪

天
津
体
育
学
院
の
競
泳
選
手
の
チ
ー
ム　

合
宿
実
施

スポーツ生命科学系
准教授　沼尾　成晴

◆
着
任
の
ご
挨
拶

　

２
月
１
日
付
け
で
京
都
薬

科
大
学
か
ら
着
任
を
い
た
し

ま
し
た
沼
尾
と
申
し
ま
す
。

私
は
、
筑
波
大
学
大
学
院
博

士
課
程
人
間
総
合
研
究
科
ス

ポ
ー
ツ
医
学
専
攻
に
て
、
平

成
19
年
に
博
士
号
を
取
得
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学

学
術
院
に
て
５
年
間
、
京
都

薬
科
大
学
に
て
約
７
年
間
、

学
生
の
研
究
指
導
・
教
育
に

従
事
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

私
の
専
門
分
野
は
健
康
体

力
学
お
よ
び
運
動
処
方
学
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
生
活
習
慣

病
に
対
す
る
運
動
処
方
の
確

立
を
目
指
し
、
研
究
に
従
事

し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、

心
疾
患
患
者
に
対
す
る
運
動

処
方
（
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
）
に
従
事
し
て
参
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
十
分
な

研
究
、
指
導
実
績
と
は
い
え

ま
せ
ん
が
、
今
後
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、
研
究
で
得
た
知
見

を
生
か
し
学
生
教
育
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
、
鹿
屋
体
育
大
学
の

発
展
に
貢
献
で
き
ま
す
よ

う
、
精
一
杯
努
力
し
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

れ
し
い
」
と
満
足
そ
う
に
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
参
加

者
も
同
セ
ン
タ
ー
そ
の
も
の

や
紹
介
・
説
明
さ
れ
る
測
定

機
器
の
一
つ
一
つ
に
驚
き
・

興
味
を
示
し
な
が
ら
カ
メ
ラ

に
収
め
る
姿
が
多
く
見
ら
れ

る
充
実
し
た
訪
問
に
な
り
ま

し
た
。
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移転しました！　東京サテライトキャンパス

　

鹿
屋
体
育
大
学
総
合
体
育

館
１
階
に
位
置
す
る
屋
内
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
、
屋
内
種

目
を
中
心
と
し
た
課
外
活
動

団
体
の
学
生
が
日
々
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
施
設

で
す
。

　

同
大
学
に
お
け
る
運
動
競

技
の
充
実
と
促
進
を
図
る
た

め
、
株
式
会
社
財
宝
様
か
ら

の
ご
寄
付
に
よ
り
同
室
は
刷

新
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
ダ
ン
ベ
ル
や
ベ
ン
チ
プ

レ
ス
の
更
新
、
室
内
の
ケ
ガ

防
止
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ

マ
ッ
ト
の
敷
設
、
空
調
設
備

の
更
新
等
で
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
学
生
が
よ
り
積
極

的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
え

る
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、

か
ご
し
ま
国
体
等
で
の
活
躍

を
目
指
す
者
に
と
っ
て
、
競

技
に
取
り
組
む
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
約
1
年

経
ち
ま
す
が
、
各
課
外
活
動

団
体
が
定
期
的
に
清
掃
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
で
も
快

適
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
が

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
財
宝
様
か
ら
の

ご
寄
付
に
対
す
る
御
礼
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
大
学

で
は
、
日
々
努
力
を
続
け
る

【
学
内
共
同
研
究
教
育
施
設
だ
よ
り
】

【
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
だ
よ
り
】

「
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
」

学
生
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
形
で
の
学
生
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際

交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱ 

様
（
三
万
円
）

　

1
月
31
日
、
2
月
1
日
で

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
と
鹿

屋
体
育
大
学
が
主
催
す
る
ス

ポ
ー
ツ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
28
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
県
内
保
健
体
育
担
当

教
員
及
び
運
動
活
動
指
導
者

等
を
対
象
に
、体
育・ス
ポ
ー

ツ
及
び
健
康
に
関
す
る
専
門

的
研
究
や
最
新
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
法
の
研
修
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
競
技
力
向
上

を
担
う
指
導
者
と
し
て
の
資

質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
。

　

2
日
間
を
通
し
て
5
つ
の

講
義
と
実
技
指
導
、
グ
ル
ー

プ
討
議
な
ど
が
行
わ
れ
、
鹿

屋
体
育
大
学
教
員
が
講
師
を

務
め
ま
し
た
。
ど
の
研
修
時

間
も
現
役
教
員
等
向
け
に
創

意
工
夫
さ
れ
た
充
実
の
内
容

と
な
る
中
、
1
日
目
の
実
技

　

鹿
屋
体
育
大
学
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
は
、
平
成

30
年
12
月
26
日
～
平
成
31
年

1
月
7
日
ま
で
カ
ナ
ダ
遠
征

を
行
い
ま
し
た
。
遠
征
の
目

的
は
以
下
の
５
つ
で
す
。
① 

時
差
等
や
通
常
の
環
境
と
違

う
場
所
で
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
さ
せ
試
合
に

臨
む
。
② 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
英
語

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
。
③ 

海
外
の
大
学
生
が
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
を
ど
の
様
に
向
上

さ
せ
て
い
る
か
情
報
交
換
を

す
る
。
④ 

広
い
カ
ナ
ダ
で

大
学
リ
ー
グ
が
ど
の
様
に
展

開
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
選

手
は
ど
の
よ
う
に
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
整
え
試
合
に
臨
ん

で
い
る
の
か
経
験
す
る
。
⑤ 

海
外
遠
征
を
行
う

に
あ
た
り
自
分
た

ち
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
立
て
実
行
す

る
と
い
う
「
実
践

経
験
」
を
積
む
。

　

今
回
、
ア
ル

バ
ー
タ
大
学
と
レ

ジ
ャ
イ
ナ
大
学
の

2
チ
ー
ム
に
お
世

話
に
な
り
、
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

経
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
な

か
で
も
13
～
17
歳

の
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

を
対
象
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
を
開

催
さ
せ
て
も
ら
え

た
こ
と
が
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し

た
。
主
将
の
白
澤

明
香
里
さ
ん
（
ス

屋内トレーニング室での練習風景 台車を使った体幹トレーニング テーピングの実践

バレーボール教室で説明をする学生の様子

カ
ナ
ダ
遠
征
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
！

〈
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
〉

指
導
で
は
、
事
前
の
講
義
で

学
ん
だ
ス
ピ
ー
ド
・
パ
ワ
ー

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
際
に

体
験
。
楽
し
く
、
全
員
が
参

加
で
き
る
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
で
は
、
一
風
変
わ
っ

た
鬼
ご
っ
こ
で
白
熱
し
た
戦

い
を
繰
り
広
げ
、
そ
の
後

行
っ
た
台
車
を
使
っ
た
体
幹

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、「
き

つ
い
」
と
声
が
漏
れ
つ
つ

も
、
正
し
い
姿
勢
を
保
と
う

と
必
死
に
取
り
組
む
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
2
日
目
に
行

わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
予

防
と
対
策
の
講
義
で
は
、
効

果
的
な
テ
ー
ピ
ン
グ
の
方
法

を
見
学
し
た
後
、
ペ
ア
で
実

践
し
、
テ
ー
ピ
ン
グ
を
巻
い

た
後
は
実
際
に
動
い
て
効
果

を
確
か
め
、
お
互
い
に
感
想

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
し

た
。
講
義
の
間
に
も
講
師
に

積
極
的
に
質
問
を
す
る
な

ど
、
大
変
有
意
義
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

卒業証書・学位記授与式
　日時：平成 31 年 3 月 25 日（月）10 時 30 分～ 12 時 00 分
　会場：鹿屋体育大学水野講堂
卒業生等懇談会
　日時：平成 31 年 3 月 25 日（月）12 時 20 分～ 13 時 10 分
　会場：大学会館学生食堂（鹿屋体育大学内）
　主催：国立大学法人鹿屋体育大学
　　　　（公財）鹿屋体育大学体育・スポーツ振興教育財団

平成30年度 卒業証書・学位記授与式のご案内

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
3
年
）は
、

「
言
葉
が
通
じ
な
い
中
、
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
自

信
に
な
っ
た
。」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

練
習
試
合
で
は
、
普
段
と

は
違
う
高
さ
か
ら
の
ス
パ
イ

ク
や
ブ
ロ
ッ
ク
を
経
験
し
、

そ
れ
に
対
し
て
の
戦
術
や
技

術
の
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
顧
問
の
濱

田
幸
二
教
授
は
、「
長
時
間

の
不
慣
れ
な
移
動
の
た
め
、

カ
ナ
ダ
到
着
後
の
練
習
及
び

練
習
試
合
で
は
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
こ
の
経
験
を
次
に
活

か
し
て
欲
し
い
。」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

一
方
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

つ
い
て
大
辻
ゆ
う
さ
ん
（
同

ス
ポ
ー
ツ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

1
年
）
は
、「
夜
は
カ
ナ
ダ

の
遊
び
を
一
緒
に
楽
し
ん
だ

り
、
日
本
の
遊
び
を
教
え
た

り
し
て
交
流
を
深
め
た
。
異

文
化
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
人
の
優
し
さ
に
も

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

こ
の
出
会
い
に
感
謝
し
た
い

と
思
う
。」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
遠
征
を
行
う
に
あ

た
り
、本
学
の
体
育・ス
ポ
ー

ツ
振
興
教
育
財
団
、
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し

て
多
く
の
ご
支
援
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

学内行事  ４月
  2日 ・新入生・第３年次編入生オリエンテーション
 ・英語プレイスメントテスト（1年次）
 ・健康診断（～5日）
 3日 ・在学生ガイダンス（2年次以上）
 ・小クラス懇談会（2年次以上）
 4日 ・新入生オリエンテーション
 ・大学院在学生ガイダンス
 ・関連実技・実験演習ガイダンス
 5日 ・入学式
 ・新入生及び保護者とクラス担任との懇談会
 ・大学院新入生オリエンテーション
 6日 ・新入生合宿研修（～7日）
 8日 ・授業開始
 ・履修登録期間（～19日）
26日 ・競技力向上の会
 ・ 研究題目届・学位論文変更届提出締切（修士）
 ・ 論文主題・研究計画書・博士論文作成計画書提出締切（博士）
中旬 ・日本学生支援機構奨学金申請説明会

闘いのスケジュール  ４月
 2日・第95回〔2019年度〕日本選手権水泳競技大会
　　　（～8　東京/東京辰巳国際水泳場）
 6日・ 全日本学生トラックレースシリーズ第1戦）
　　　（～7　静岡/伊豆市もしくは周辺地区）
　　・ 平成31年度全日本選抜柔道体重別選手権大会
　　　（～7　福岡/福岡国際センター）
26日・ 第73回全日本体操競技個人総合選手権大会
　　　（～28　群馬/高崎アリーナ）
27日・全日本学生ロードカップシリーズ第1戦
　　　（滋賀/滋賀県東近江市ふれあい公園）
　　・ 第53回織田幹雄記念国際陸上競技大会
　　　（～28　広島/広域公園）
28日・ 全日本学生ロードカップシリーズ第2戦
　　　（～29　長野/飯山市）

移転先：�東京工業大学キャンパス・イノベーション
センター 608 号室

　　　　〒108-0023　東京都港区芝浦 3－3－6
　　　　TEL/FAX　03－5440－9066

【自転車競技】
◆2018-2019トラックワールドカップ第5戦
（1/18～20　ニュージーランド/ケンブリッジ）
▽女子
　チームパーシュート
 6位 橋本※

　※は他団体選手との出場を示す。
◆2018年度全日本学生トラックレースシリーズ第5戦
（1/20　静岡/伊豆ベロドローム）
▽男子
　1㎞タイムトライアル
 1位 岸田　剛
　 3位 徳田　匠
　 6位 山根　慶太
　ケイリン
 2位 山根　慶太
　 3位 真鍋　智寛
　 5位 徳田　匠
　200mフライングタイムトライアル
 3位 真鍋　智寛
　 5位 黒瀬　浩太郎
　4㎞インディヴィデュアルパーシュート
 2位 西原　裕太郎
▽女子
　500mタイムトライアル
 1位 内村　風羽香
　ポイントレース
 2位 内村　風羽香
◆2018-2019トラックワールドカップ第6戦
（1/25～27　中国/香港）
▽女子
　チームパーシュート
 14位 橋本※

　※は他団体選手との出場を示す。

１月


